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コムギ子実のたんぱく含量に及ぼす環境要因の影響

一 国際冬小麦連絡試験の解析による一
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1は じ め に

現在 ,わが国は年間約 500万 tの コムギを消費しており,

そのうちの約%がめん用である。めんは元来,た んぱく含

量が中程度で生地が伸びやすいという, わが国のコムギの

加工特性に合った食品として独自に発達 したものである。

コムギはもちろん,めんのほか,ケ ーキ,パ ンにも用い

られる。一般にケーキに使われる粉は薄力粉といわれ,パ

ンを作るのに使われる粉は強力粉といわれる。めん用粉は

両者の中間的性格のため中力粉といわれる。薄力粉はたん

ばく合量がおおよそ10%以 下であり,12%以上が強力粉 と

され,その間が中力粉と分類される。わが国のコムギは,

もっばらめんとして使われるが,本報告では,他の用途に

適したコムギのわが国での生産の可能性を解明しようとし

た。

国際冬小麦連絡試験は,米国ネブラスカ大学のションソ

ン博士らによって組織 されたもので,東北農業試験場 も

1971年以降参加している。同試験では,毎年 ,世界の数十

か所で30の共通品種が供試され,そ のうちの約半数ずつが

毎年新しい品種に入替るシステムになっている。世界の冬

小麦地帯全域にわたる貴重な試験なので,子実たんばく合

量と気象要因との相関の面から解析を行った。

2解 析 方 法

気象要因については,生育期間中の降水量 しか報告がな

いので,試験場所にもっとも近い気象観測定点のデータを

1979年版理科年表から引用した。 I△ P(多変量解析プロ

グラム)を 用い相互相関の計算を行ったが,計算の都合上.

欠測値のある場所は除外 した。登熟日数は開花期から成熱

期までである。

3結   果

1 参加場所のなかでの盛岡の特徴

この試験の参加場所は世界の冬小麦生産地をはば網羅 し

ているので盛岡の特徴を以下の諸点について触れてみよう。

(l)緯 度

盛岡は北緯 39° 45′ であるが ,参加場所の平均緯度は4′

35′ であり,盛岡は全参加場所の平均値より,やや低緯度に

位置する。

12)気  温

盛岡の年平均気温は
'7℃

で,参加場所の平均値は 115

Cなので,盛岡は緯度の割合には気温が低い。また,登熱

期の平均気温は盛岡では190Cで あり,参加場所のほぼ平

均的な値である。

い)降水量 湿度

参加場所の生育期間中の降水量の平均値は508“ である

が,盛岡は850“ と多雨である。また,収穫作業および品

質劣化と関係のある登熟期間の降水量についてみると,盛

岡はもっとも降水量が多い(平均値63“ に対し盛岡は147

“
)。 また,当然のように登熱期間の湿度 も極めて高い。

2 環境要因とたんぱく含量との相関関係

1969年から1977年 までのデータをもとにして計算した結

果を表 1に示した。年次により品種および参加場所の組合

せが異なるので,各年次を通覧することにより,一般的な

傾向をつかむ必要がある。

まず,年平均気温との関係をみると,1971年および1974

年を除けば,た んばく含量との相関係数はすべてマイナス

であり,生育期間が低温なほど,た んぱく含量が高くなる傾

向がうかがえる。高緯度ほど年平均気温はもちろん低いが,

地形の影響で多少異なる。表にみられるように, 9年間の

うち6年間は緯度とたんぱく含量との間にプラスの相関が

得 られ,高緯度ほど高たんぱくとなる傾向が認められる。

一方,登熟期の気温とたんぱく含量との相関をみると,

必ずしも,登熟期の気温が低いほど高たんぱくとの傾向は

みられなかった。これは,登熱期の気温が低いほど粒の充

実がゆっくりと順調に行われ,逆に高温なほど,でんぶん

の集積が悪 く,高 たんぱく化するわけで,登熟期間の気温

とたんばく含量との相関係数を,年平均気温との相関係数

と比較すると,登熟期間の気温との相関係数の方が,1971

年を除いてすべてプラス方向へと増大している。したがっ

て,高たんぱくなコムギを生産するには,生育期間の低温

が必要であって,登熟期間はむしろ高温の方がよいようで
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表 1 環境要因とたんぱく含量の相関係数

ある。

次に降雨との関係を考察してみると,生育期間中の降水

量とたんぱく含量との間には相関が認められないにもかか

わらず,登熱期には,降水量が多いほどたんぱく含量が高

くなる傾向がみられる。また,登熱期の湿度との間にも同

様な傾向がみられ,登熱期が高湿度なほど高たんばくとな

る。これは,登熟期に雨が多いと日照が不足 し,粒の稔実

が悪 く,でんぶんの集積が不足するために高たんぱくイヒす

ると考えられる。

同様に,粒の充実とたんぱく含量との関係は登熱日数に

もみられ,登熱日数とたんぼく含量との間の相関係数は
'

年間の試験を通 じ,すべてマイナスである。なお,粒の充

実度を表わす千粒重は 1976年 および 1977年 しかデータがな

いが,た んぱく含量との相関係数は 1976年には-0342で ,

1977年 には+0060であった。盛岡産コムギは参加場所の

なかでは高たんぱくな方である(全場所平均値 149%に 対

し168%)。

4考    察

コムギのたんぱく含量を高 くする条件について検討を行

った結果,コ ムギの生育にとって好ましいうえ,た んぱく

含量を高くする条件としては,生育期間の気温の低いこと

が効果的なことが分った。そのほかにも,たんぱく含量を

高 くする条件が見出されたが,そ れらはいずれも,コ ムギ

の生育にとって好ましくないものばかりであった。すなわ

ち,登熟期間に雨が多 く湿度が高いとか,登熟期間が短か

ぃとか,子実収量が低いなどは,高たんぱく化に寄与する

とはいうものの,生育に異常を来す要因であり,障害によ

って粒の充実が不良となったための高たんぼく化では,量

的に高たんばく化 したとしても,質的劣化はまぬがれない

ので加工上の問題が残ろう。

前述のように,本研究によって,生育中の気温が低いは

どたんぱく合量が高いとの結果が得られたが,食糧庁・ 食

糧研究所などが,昭和31年から3年間にわたって行った品

質調査によると,国内産コムギのたんばく含量は,北海道

108%,東北 112%,北陸 110%,関 東 107%.東山105

%.近畿 104%,中国100%,九州
'7%と

,北海道を除

けば,高緯度で,生育期間の気温が低いはど高たんぱくで

あり,今回の結果と一致するデータが得られている` また,

東北農業試験場では奨励品種決定調査および系統適応性検

定試験供試材料について,福島県農業試験場 (郡山)産 と

東北農業試験場 (盛岡 )産 の比較を行っているが,郡山で

のたんぱく含量 97%(最 近 6か年の平均値 )に対し,盛

岡でのたんばく含量は132%であり,盛岡の方が 35%も

高い。また,昭和46年度に東北農業試験場が岩手県内産コ

ムギの品質の地域変動について調査を行った結果,ナ ンプ

コムギと東Jヒ 129号のたんばく含量平均値は,滝沢 ,種市

などの県北では高い(138%,122%)が 県南の千厩,大

船渡 (109%, 117%)お よび中部海岸の山田 (87%)
では低いとの結果を得ている。したがって,生育期間の低

温が高たんぱく化をもたらすとの,世界的規模での連絡試

験から得られた傾向は,東北地方および岩手県内について

もあてはまると考えられる。

今回の解析では土壌特性に関する解析を欠いている。昭

和 38年に農事試験場が中心になって行った「小麦品質の地

域的変動に関する共同研究」では,九洲農業試験場で水田

産のコムギは畑産のコムギよりも約 3%たんばく含量が低

いとの結果が得られ,中国農業試験場では両者の差はほと

んどみられなかっオp。 水田産コムギと畑産コムギのたんぱく

含量の差は,今後水田再編にともなって考慮すべきことで

あろう。また,コ ムギのたんばく含量にとっては,土壌条

件のほかに,も ちろん,品種の遺伝的特性も十分に考慮す

る必要がある。国際冬小麦連絡試験によると,高たんぱく

品種 △ti38 66は 世界のどのような環境でも他の品種にくら

べて 2%た んぱく含量が高いようである。今後,コ ムギの

たんばく含量の変動を規制する要因の解析によって,わが

国における高たんぱくコムギ生産の可能性について,よ り

明快な解答を得る必要があろう。
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